
学校便り１月号                                 令和５年１月１０日発行 

      

      

      

                                    

 

横浜市立中和田南小学校                                   

電話 ８０２－０９７９ 

生きているだけで丸儲け 
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 新年あけましておめでとうございます。令和５年が始まりました。今年は曜日や祝日の関係で、

例年より冬休みが長くなりました。いかがお過ごしになられたでしょうか。コロナ禍ではあります

が、行動の制限も無いため感染対策を施しながら外出したり、親戚の方と会ったりした方も多いか

と思います。これからもコロナと上手に関わっていきながら生活していくことになりそうです。子

どもたちにとっては、普段の学校生活のリズムを取り戻していく最初の一週間になりそうです。 

 さて、先月号の学校だよりでお伝えしましたように、１２月は「横浜市いじめ防止啓発月間」と

「人権月間」でした。担任と面談する機会を設けたり、アンケートを取ったりしながら児童理解に

努めました。そこで出てきた困り事や心配事はしっかりと受け止め、良い方向へと向かうよう支援

を続けます。また、嬉しかったことは共感し、励ましていきます。 

 私も１２月５日のテレビ朝会で人権にかかわる話をしましたので、紹介させていただきます。あ

る有名な芸能人の方の娘さんの命名にまつわる話です。娘さんの名前は「いまる」さん。お名前と

しては珍しいと思いますがどのような思いでつけられたのでしょうか。 

 実はこの方、ご自身が赤ちゃんの時にお母さんを亡くしています。弟がいましたが、実家の魚屋

が火事になり亡くなってしまいました。その後、お父さんも亡くなっています。ご自身も５２０人

が亡くなったジャンボ機墜落事故（昭和６０年８月１２日に発生した日本の航空機事故史上最大の

惨事）の飛行機に乗る予定でしたが、急に予定が早まり、その前の飛行機に乗ったことで事故にあ

わなかったという経験もされているそうです。 

こうした辛い、あるいは危機一髪の経験を重ねたことで、いつしか、ある言葉を大切にするよう

になったそうです。それは「生きているだけで丸儲け」という言葉です。「人間は生きている。た

だそれだけで価値がある。」という意味です。家族の死に直面したり、自分も死んでしまっていた

かもしれないという経験をしたりしたからこそ、この言葉を大切にしているのだと思います。 

「生きている」の「い」。「丸儲け」の「まる」。この「い」と「まる」を合わせて「いまる」

という名前を娘さんにつけたのです。この名前をつけた娘さんには「生きていることは、それだけ

ですばらしい。この命を大切にしてほしい。」という思いを込めて命名したのだと思います。 

命は何よりも尊いものです。その命をもって自分らしく生きる権利は、すべての人に平等に与え

られた権利です。自分の命も周りの人の命もとても大切なものです。大切にするためには、お友達

同士が仲良くすること、仲良くするためには約束を守ること、相手が嫌がることはしないこと、ト

ラブルになったときも相手を責めるだけでなく自分自身の行動を振り返り、間違っていたとわかっ

たときは素直に認め改めることを子どもたちにお願いしました。去る９月に代表委員会で決めたみ

なみんピックスローガン「本気」「協力」「笑顔」は、皆さんの人権意識が高いから出てきたもの

で、このスローガンの下で頑張っていた全員もすばらしかったということも改めて伝えました。

「これからも居心地の良い中和田南小学校にしていきましょう。」という言葉で朝会を締めまし

た。本年も全職員で子どもたちのために励んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 なかまだみんな 


